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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の階層の各々の階層における属性値が定義されている楽曲を再生する楽曲再生装置
であって、
　ユーザの選定した階層の属性値の一覧を標示し、一覧中から属性値の選択を受け付ける
選択受付部と、
　検索ワードを設定する検索ワード設定部と、
　情報検索機能を提供するサーバーにアクセスし、前記設定された検索ワードで情報を検
索して取得する楽曲関連情報取得部と、
　前記楽曲関連情報取得部が取得した各情報を表示する楽曲関連情報表示部とを有し、
　前記最下位の階層を除く各階層の属性値は、より下位の階層のいずれかの属性値の上位
の属性値として関係づけられており、
　前記検索ワード設定部は、前記選択受付部が選択を受け付けた属性値の下位の属性値は
前記設定する前記検索ワードに含めずに、前記選択受付部が選択を受け付けた属性値と、
当該選択を受け付けた属性値の上位の各属性値とを前記設定する検索ワードに含めること
を特徴とする楽曲再生装置。
【請求項２】
　請求項１記載の楽曲再生装置であって、
　前記複数の階層は、属性値がアーティスト名であるアーティスト階層と属性値がアルバ
ム名であるアルバム階層と属性値がタイトル名であるタイトル階層とのうちの少なくとも
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２つの階層を含むことを特徴とする楽曲再生装置。
【請求項３】
　コンピュータによって読み取られ実行させるコンピュータプログラムであって、
　当該コンピュータプログラムは、前記コンピュータを、
　複数の階層の各々の階層における属性値が定義されている楽曲を再生する楽曲再生手段
と、
　ユーザの選定した階層の属性値の一覧を標示し、一覧中から属性値の選択を受け付ける
選択受付手段と、
　検索ワードを設定する検索ワード設定手段と、
　情報検索機能を提供するサーバーにアクセスし、前記設定された検索ワードで情報を検
索して取得する楽曲関連情報取得手段と、
　前記楽曲関連情報取得手段が取得した各情報を表示する楽曲関連情報表示手段として機
能させ、
　前記最下位の階層を除く各階層の属性値は、より下位の階層のいずれかの属性値の上位
の属性値として関係づけられており、
　前記検索ワード設定手段は、前記選択受付手段が選択を受け付けた属性値の下位の属性
値は前記設定する前記検索ワードに含めずに、前記選択受付手段が選択を受け付けた属性
値と、当該選択を受け付けた属性値の上位の各属性値とを前記設定する検索ワードに含め
ることを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項４】
　請求項３記載のコンピュータプログラムであって、
　前記複数の階層は、属性値がアーティスト名であるアーティスト階層と属性値がアルバ
ム名であるアルバム階層と属性値がタイトル名であるタイトル階層とのうちの少なくとも
２つの階層を含むことを特徴とするコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、楽曲を再生する楽曲再生装置において、再生する楽曲に関連する情報をユー
ザに提示する技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　楽曲を再生出力する楽曲再生装置において、再生する楽曲に関連する情報をユーザに提
示する技術としては、各楽曲の歌詞やジャケット写真などの楽曲関連情報を蓄積したサー
バを設け、楽曲再生装置において再生する楽曲のアーティスト名やアルバム名やタイトル
名を検索キーとしてサーバを検索して検索した楽曲関連情報を取得し、楽曲の再生と並行
して、取得した楽曲関連情報を提示する技術が知られている（たとえば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開2004-117618号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した楽曲再生装置において、再生中の楽曲の楽曲関連情報を提示する技術によれば
、再生中の楽曲にのみ関する情報が提示され、再生中の楽曲のアルバムやアーティストと
いった、再生中の楽曲に関する、より上位のレベルの情報を提示することはできないため
、ユーザが再生中の楽曲について知徳できる情報の範囲が常に限定的なものになる。一方
で、常に再生中の楽曲に関するアルバムやアーティストといった全てのレベルの情報を常
にユーザに提示することとすれば、その時点において、ユーザにとって不要な情報までも
が提示されることとなってしまう。



(3) JP 6481016 B2 2019.3.13

10

20

30

40

50

【０００５】
　また、当該技術によれば、同じ楽曲を再生するときには常に同じ楽曲関連情報が提示さ
れることとなり面白みに欠ける。
　一方で、ユーザが、再生する楽曲を聴いた他人の自由な意見や感想を知ることは、当該
ユーザが、当該楽曲について新たな情報を得たり当該楽曲について新たな視点を持ったり
することができるようになるため有意義である。また、ユーザが、再生する楽曲を聴いた
他人の自由な意見や感想を知ることができれば、再生する楽曲を介して体験を他人と共有
することができる。
【０００６】
　そこで、本発明は、楽曲再生装置において、再生する楽曲に関する種々のレベルの情報
の提示を、ユーザにとって有意なレベルの情報のみが提示される形態で行うことを課題と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題達成のために、本発明は、複数の階層の各々の階層における属性値が定義され
ている楽曲を再生する楽曲再生装置に、ユーザの選定した階層の属性値の一覧を標示し、
一覧中から属性値の選択を受け付ける選択受付部と、検索ワードを設定する検索ワード設
定部と、情報検索機能を提供するサーバーにアクセスし、前記設定された検索ワードで情
報を検索して取得する楽曲関連情報取得部と、前記楽曲関連情報取得部が取得した各情報
を表示する前記楽曲関連情報表示部とを設けたものである。
【０００８】
　ただし、前記最下位の階層を除く各階層の属性値は、より下位の階層のいずれかの属性
値の上位の属性値として関係づけられており、前記検索ワード設定部は、前記選択受付部
が選択を受け付けた属性値の下位の属性値は前記設定する前記検索ワードに含めずに、前
記選択受付部が選択を受け付けた属性値と、当該選択を受け付けた属性値の上位の各属性
値とを前記設定する検索ワードに含めるものである。
【０００９】
　ここで、このような楽曲再生装置は、前記複数の階層を、属性値がアーティスト名であ
るアーティスト階層と属性値がアルバム名であるアルバム階層と属性値がタイトル名であ
るタイトル階層とのうちの少なくとも２つの階層を含むものとして良い。
【００１０】
　これらのような楽曲再生装置によれば、ユーザが選択した、アーティストやアルバムや
タイトルといった任意の階層における楽曲のグループについて、その集合を表す検索ワー
ドで情報を検索し、検索した情報を表示することができる。よって、本楽曲再生装置によ
れば、楽曲に関する種々のレベルの情報の提示を、ユーザにとって有意なレベルの情報の
みが提示される形態で行うことができる。
【発明の効果】
【００１１】
　以上のように、本発明によれば、楽曲再生装置において、再生する楽曲に関する種々の
レベルの情報の提示を、ユーザにとって有意なレベルの情報のみが提示される形態で行う
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態に係る車載装置の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施形態に係るＳＮＳクライアントのウインドウを示す図である。
【図３】本発明の実施形態に係る楽曲データベースの内容を示す図である。
【図４】本発明の実施形態に係るコントロールウインドウを示す図である。
【図５】本発明の実施形態に係る選択ウインドウを示す図である。
【図６】本発明の実施形態に係る選択ウインドウを示す図である。
【図７】本発明の実施形態に係る楽曲関連投稿閲覧処理を示すフローチャートである。
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【図８】本発明の実施形態に係る楽曲関連投稿閲覧処理と楽曲関連投稿処理の表示例を示
す図である。
【図９】本発明の実施形態の修正例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態について、車載装置への適用を例にとり説明する。
　図１に、本発明の実施形態について自動車に搭載される車載装置への適用を例にとり説
明する。
　図１に、本第１実施形態に係る車載装置１の構成を示す。
　図示するように車載装置１は、入力装置１０１、表示装置１０２、マイクやスピーカな
どを備えた音声入出力装置１０３、記憶装置１０４、その他の周辺装置１０５、車載装置
１のオペレーティングシステム１０６、オペレーティングシステム１０６によって管理さ
れオペレーティングシステム１０６上で稼働するアプリケーション、外部インタフェース
１０７とを備えている。
【００１４】
　また、車載装置１は、上述したアプリケーションとして、ＳＮＳ（social networking 
service）クライアント１１０と、ミュージックプレイヤ１１１と、その他のアプリケー
ション１１２とを備えている。
【００１５】
　ただし、車載装置１は、ハードウエア的には、ＣＰＵやメモリなどを備えたコンピュー
タを用いて構成されるものであり、オペレーティングシステム１０６や、各アプリケーシ
ョン１１０-１１２などは、当該コンピュータが、所定のコンピュータプログラムを実行
することにより実現されるものである。
【００１６】
　ここで、車載装置１の外部インタフェース１０７は、IEEE 802.11規格に従った無線通
信インタフェースであるＷｉ-ＦｉインタフェースやBluetooth(登録商標)規格に従った無
線通信インタフェースなどを用いることができる。また、外部インタフェース１０７には
、移動通信機能を備えたモバイル装置２を無線接続することができる。なお、モバイル装
置２は、スマートフォンやタブレット装置などの、ユーザによって携帯される移動通信機
能を備えた装置である。
【００１７】
　さて、このような車載装置１の構成において、ＳＮＳクライアント１１０は、無線接続
したモバイル装置２の移動通信機能を利用して、インターネット３上のＳＮＳ（social n
etworking service）サーバ４にアクセスすることができる。
【００１８】
　ＳＮＳサーバ４は、図示するように、投稿された投稿記事を蓄積した投稿記事データベ
ース４１、ＳＮＳクライアント１１０からの投稿記事の投稿を受け付けて投稿記事データ
ベース４１に格納する投稿受付部４２、投稿記事サーバ４３などを備えている。
【００１９】
　投稿記事サーバ４３は、ＳＮＳクライアント１１０からホーム閲覧を要求されると、そ
のＳＮＳクライアント１１０のアカウント及び当該アカウントが予め閲覧を登録した他ア
カウントの投稿記事を投稿記事データベース４１から読み出し、読み出した各投稿記事を
投稿時刻順に並べたタイムラインをＳＮＳクライアント１１０に送信する。また、投稿記
事サーバ４３は、ＳＮＳクライアント１１０から検索ワードを伴うサーチを要求されると
、検索ワードを投稿記事中に含む投稿記事を投稿記事データベース４１から検索し、検索
した各投稿記事を投稿時刻順に並べたタイムラインをサーチ結果としてＳＮＳクライアン
ト１１０に送信する。
【００２０】
　そして、ＳＮＳクライアント１１０は、起動されると、図２ａに示すホームウインドウ
２００を表示すると共に、ＳＮＳサーバ４の投稿記事サーバ４３にホーム閲覧を要求し、
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投稿記事サーバ４３から、ＳＮＳクライアント１１０のアカウント及び当該アカウントが
予め閲覧を登録した他アカウントの投稿記事のタイムライン２０１を取得し、ホームウイ
ンドウ２００中に表示する。
【００２１】
　また、ＳＮＳクライアント１１０は、ホームウインドウ２００に設けた投稿ボタン２０
２が操作されたならば、図２ｂに示すような投稿記事編集ウインドウ２１０を表示し、投
稿する記事の編集を受け付け、投稿記事編集ウインドウ２１０に設けた送信ボタン２１１
が操作されたならば、ＳＮＳサーバ４の投稿受付部４２の編集された記事を投稿記事とし
て投稿する。
【００２２】
　さて、ここで、ＳＮＳサーバ４の各アカウントは、投稿記事中に「#NowPlaying」のワ
ードをタグとして含めると共に、「#NowPlaying」のタグに続けて、現在聴いている楽曲
のアーティスト名とアルバム名とタイトル名とを含めることにより、当該投稿記事が、投
稿記事にアーティスト名とアルバム名とタイトル名とを含めた楽曲を聴きながら投稿した
記事であることを、投稿記事中で表明することができる。
【００２３】
　また、ＳＮＳクライアント１１０は、ホームウインドウ２００に設けたサーチボタン２
０３が操作されたならば、図２ｃに示すようなサーチウインドウ２２０を表示し、検索ワ
ードの入力を受け付ける。ここで、検索ワードとしては、複数の検索ワードを指定するこ
とができる。また、検索ワードとしては、上述した「#NowPlaying」などのタグや、楽曲
のアーティスト名やアルバム名やタイトル名を用いることができる。
【００２４】
　そして、ＳＮＳクライアント１１０は、サーチウインドウ２２０に設けた検索ボタン２
２１が操作されたならば、入力された検索ワードを伴うサーチをＳＮＳサーバ４の投稿記
事サーバ４３に要求する。そして、図２ｄに示すように、サーチ結果ウインドウ２３０を
表示し、投稿記事サーバ４３からサーチ結果として取得した検索ワードを投稿記事中に含
む投稿記事のタイムライン２３１をサーチ結果ウインドウ２３０中に表示する。
【００２５】
　さて、図１に戻り、車載装置１のミュージックプレイヤ１１１は、記憶装置１０４や無
線接続したモバイル装置２に記録されているオーディオファイルの音声入出力装置１０３
への再生出力と、その制御を行うアプリケーション１１２である。
【００２６】
　ここで、記憶装置１０４とモバイル装置２には、それぞれ、オーディオファイルと、楽
曲管理データべースとが格納されている。
　オーディオファイルは、楽曲のオーディオデータを格納したファイルであり、オーディ
オファイル中にはファイル名等が記述されたファイル情報とオーディオデータと共に、オ
ーディオファイルの楽曲のジャンルやアーティストやアルバムやタイトルなどの名称が属
性値として格納されている。
【００２７】
　一方、楽曲管理データべースには、図３に示すように、オーディオファイル管理テーブ
ル、ジャンル管理テーブル、アーティスト管理テーブル、アルバム管理テーブル、タイト
ル管理テーブルが登録されている。
【００２８】
　そして、オーディオファイル管理テーブルは、記憶装置１０４上に記録された全てのオ
ーディオファイルを管理するテーブルであり、図３ａに示すように、各オーディオファイ
ル毎のエントリを有し、各エントリにはオーディオファイルに与えた識別子である楽曲ID
、オーディオファイルの記憶装置１０４上のロケーションを示すオーディオファイルパス
、楽曲に対応するオーディオファイルに格納されたオーディオデータのビットレート、オ
ーディオファイルの楽曲のジャンル名やアーティストやアルバムやタイトルなどの名称を
表す属性値や再生時間などの楽曲情報が記録されている。
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【００２９】
　次に、ジャンル管理テーブルには、図３ｂに示すように、POP、ROCK、JAZZといった楽
曲の各ジャンルがアルファベット/五十音順に登録される。また、各ジャンルに対して、
その下位に、当該ジャンルの楽曲のオーディオファイルが記憶装置１０４に記録されてい
る各アーティストの名称がアルファベット/五十音順に登録される。また、各アーティス
トに対して、その下位に、当該ジャンルの当該アーティストの楽曲であって、楽曲のオー
ディオファイルが記憶装置１０４に記録されている楽曲が含まれる各アルバムの名称がア
ルファベット/五十音順に登録される。また、各アルバムに対して、その下位に、当該ジ
ャンルの当該アーティストの当該アルバムの楽曲であって、楽曲のオーディオファイルが
記憶装置１０４に記録されている楽曲のタイトルの名称が、楽曲のアルバム内順序に従っ
た順序で登録され、各楽曲の各タイトルに対して、当該タイトルの楽曲のオーディオファ
イルの楽曲ＩＤが登録される。
【００３０】
　また、アーティスト管理テーブルには、図３ｃに示すように、楽曲のオーディオファイ
ルが記憶装置１０４に記録されている各アーティストの名称がアルファベット/五十音順
に登録される。また、各アーティストに対して、その下位に、当該アーティストの楽曲で
あって、楽曲のオーディオファイルが記憶装置１０４に記録されている楽曲が含まれる各
アルバムの名称がアルファベット/五十音順に登録される。また、各アルバムに対して、
その下位に、当該アーティストの当該アルバムの楽曲であって、楽曲のオーディオファイ
ルが記憶装置１０４に記録されている楽曲のタイトルの名称が楽曲のアルバム内順序に従
った順序で登録され、各楽曲の各タイトルに対して、当該タイトルの楽曲のオーディオフ
ァイルの楽曲ＩＤが登録される。
【００３１】
　また、アルバム管理テーブルには、図３ｄに示すように、楽曲のオーディオファイルが
記憶装置１０４に記録されている各アルバムの名称がアルファベット/五十音順に登録さ
れる。また、各アルバムに対して、その下位に、当該アルバムの楽曲であって、楽曲のオ
ーディオファイルが記憶装置１０４に記録されている楽曲のタイトルの名称が楽曲のアル
バム内順序に従った順序で登録され、各楽曲の各タイトルに対して、当該タイトルの楽曲
のオーディオファイルの楽曲ＩＤが登録される。
【００３２】
　次に、タイトル管理テーブルには、図３ｅに示すように、オーディオファイルが記憶装
置１０４に記録されている各楽曲のタイトルの名称が、タイトルのアルファベット/五十
音順に登録され、各楽曲の各タイトルに対して、当該タイトルの楽曲のオーディオファイ
ルの楽曲ＩＤが登録される。
【００３３】
　さて、ミュージックプレイヤ１１１は、起動されると、図４ａに示すようなコントロー
ルウインドウ４００を表示装置１０２に表示し、コントロールウインドウ４００上に設け
た情報領域４０１に、再生中のオーディオファイルのアルバム、アーティスト、タイトル
、ジャンル、再生経過時間などを各々情報項目として表示する。またコントロールウイン
ドウ４００に表示した、再生/一時停止ボタン４０２の操作に応じて、オーディオファイ
ルの再生動作を開始/一時停止したり、順方向スキップボタン４０３や逆方向スキップボ
タン４０４の操作に応じて、オーディオファイルの再生スキップを行う。
【００３４】
　また、コントロールウインドウ４００には、検索ボタン４０５、ＳＮＳ閲覧ボタン４０
６、ＳＮＳ投稿ボタン４０７も設けられている。
　そして、ミュージックプレイヤ１１１は、検索ボタン４０５が操作されると、図４ｂに
示すようにジャンルボタン４１１、アーティストボタン４１２、アルバムボタン４１３、
タイトルボタン４１４を表示する。
【００３５】
　そして、ジャンルボタン４１１、アーティストボタン４１２、アルバムボタン４１３、
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タイトルボタン４１４のいずれかが操作されたならば、記憶装置１０４とモバイル装置２
の、現在の音源として設定されている方のオーディオファイルと楽曲データベースを対象
として以下の処理を行う。
【００３６】
　すなわち、ミュージックプレイヤ１１１は、ジャンルボタン４１１、アーティストボタ
ン４１２、アルバムボタン４１３、タイトルボタン４１４のいずれかが操作されたならば
、図５ａに示すように、選択ウインドウ５００を表示する。選択ウインドウ５００は、属
性値リスト領域５０１と、選択ボタン５０２と、再生ボタン５０３を備えている。そして
、属性値リスト領域５０１には、ジャンル、アーティスト、アルバム、タイトルなどの楽
曲の各属性の属性値のリストである属性値リストが表示される。
【００３７】
　ここで、属性値リスト領域５０１に表示する属性値リストは、スクロールバー５０１に
よってスクロールすることができる。また、属性値リスト領域５０１には、表示されてい
る属性値リスト中の一つの属性値の位置に、当該属性値を囲むフォーカスフレーム５０２
が表示され、このフォーカスフレーム５０２は、ユーザの所定の移動操作によって、表示
されている属性値リスト上で移動することができる。
【００３８】
　図５ａは、ジャンルボタン４１１が操作された場合に最初に表示される選択ウインドウ
５００を表しており、属性値リスト領域５０１には、ジャンル管理テーブルの第１階層に
登録されているジャンルの名称の一覧が属性値リストとして表示される。そして、この図
５ａの選択ウインドウ５００で、再生ボタン５０３が操作されると、再生モードとしてジ
ャンルモードが設定され、フォーカスフレーム５０２が位置するジャンルが再生ジャンル
として設定され、選択ウインドウ５００の表示は消去される。
【００３９】
　一方、この状態で、選択ボタン５０２が操作された場合には、フォーカスフレーム５０
２が位置するジャンルが、ジャンルの選択属性値として設定される。また、このようにし
て、ジャンルの選択属性値が設定されたならば、図５ｂに示すように、属性値リスト領域
５０１に表示する属性値のリストを、ジャンル管理テーブルの第２階層の、ジャンルの選
択属性値の下位に登録されているアーティストの名称の一覧に切り替える。そして、この
図５ｂの選択ウインドウ５００で、再生ボタン５０３が操作されると、再生モードとして
アーティストモードが設定され、フォーカスフレーム５０２が位置するアーティストが再
生アーティストとして設定され、選択ウインドウ５００の表示は消去される。
【００４０】
　一方、この状態で、選択ボタン５０２が操作された場合には、フォーカスフレーム５０
２が位置するアーティストが、アーティストの選択属性値として設定される。また、この
ようにして、アーティストの選択属性値が設定されたならば、図５ｃに示すように、属性
値リスト領域５０１に表示する属性値のリストを、ジャンル管理テーブルの第３階層の、
ジャンルの選択属性値の下位のアーティストの選択属性値の下位に登録されているアルバ
ムの名称の一覧に切り替える。そして、この図５ｃの選択ウインドウ５００で、再生ボタ
ン５０３が操作されると、再生モードとしてアルバムモードが設定され、フォーカスフレ
ーム５０２が位置するアルバム再生アルバムとして設定され、選択ウインドウ５００の表
示は消去される。
【００４１】
　一方、この状態で、選択ボタン５０２が操作された場合には、フォーカスフレーム５０
２が位置するアルバムが、アルバムの選択属性値として設定される。また、このようにし
て、アルバムの選択属性値が設定されたならば、図５ｄに示すように、属性値リスト領域
５０１に表示する属性値のリストを、ジャンル管理テーブルの第４階層の、ジャンルの選
択属性値の下位のアーティストの選択属性値の下位のアルバムの選択属性値の下位登録さ
れているタイトルの名称の一覧に切り替える。そして、この図５ｄの選択ウインドウ５０
０で、再生ボタン５０３が操作されると、再生モードとしてタイトルモードが設定され、
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フォーカスフレーム５０２が位置するタイトルが再生タイトルとして設定され、選択ウイ
ンドウ５００の表示は消去される。
【００４２】
　なお、図４ｂにおいて操作されたボタンがアーティストボタン４１２やアルバムボタン
４１３やタイトルボタン４１４である場合も、ジャンルボタン４１１が操作された場合と
同様に選択ウインドウ５００を用いて、階層的に、選択属性値と指定属性値の設定を受け
付ける。
【００４３】
　すなわち、アーティストボタン４１２が操作された場合には、図６ａに示すように、ア
ーティスト-アルバム-タイトルの順に、アーティスト管理テーブルの階層に従って、階層
的に、選択ボタン５０２による、アーティスト、もしくは、アーティストとアルバム、も
しくは、アーティストとアルバムとタイトルの選択属性値としての設定と、再生ボタン５
０３による、アーティストモード及び再生アーティストの設定、もしくは、アルバムモー
ドと再生アルバムの設定、もしくは、タイトルモードと再生タイトルの設定を受け付ける
。また、アルバムボタン４１３が操作された場合には、図６ｂに示すように、アルバム-
タイトルの順に、アルバム管理テーブルの階層に従って、階層的に、選択ボタン５０２に
よる、アルバム、もしくは、アルバムとタイトルの選択属性値としての設定と、再生ボタ
ン５０３による、アルバムモードと再生アルバムの設定、もしくは、タイトルモードと再
生タイトルの設定を受け付ける。また、タイトルボタン４１４が操作された場合には、図
６ｃに示すように、再生ボタン５０３による、タイトルモードと再生タイトルの設定を受
け付ける。
【００４４】
　さて、ミュージックプレイヤ１１１は、このようにして再生モードが設定されたならば
、再生モードに応じてオーディオファイルの再生を以下のように制御する。
　すなわち、ミュージックプレイヤ１１１は設定された再生モードがジャンルモードであ
れば、ジャンル管理テーブルの、再生ジャンルの下位に登録されている各タイトルに対し
て登録されている楽曲ＩＤのオーディオファイルを再生対象オーディオファイルとして順
次再生する。なお、各楽曲ＩＤのオーディオファイルは、楽曲IDで、オーディオファイル
管理テーブルを検索して求めることができる。なお、再生対象オーディオファイルの全て
の再生が完了したならば、再生を終了するようにしてもよいし、再生対象オーディオファ
イルを先頭から再度再生するようにしてもよい。
【００４５】
　また、ミュージックプレイヤ１１１は、設定された再生モードがアーティストモードで
あれば、アーティスト管理テーブルの、再生アーティストの下位に登録されている各タイ
トルに対して登録されている楽曲ＩＤのオーディオファイルを再生対象オーディオファイ
ルとして順次再生する。
【００４６】
　なお、再生対象オーディオファイルの全ての再生が完了したならば、再生を終了するよ
うにしてもよいし、再生対象オーディオファイルを先頭から再度再生するようにしてもよ
い。または、再生対象オーディオファイルの全ての再生が完了するたびに、再生アーティ
ストの次にアーティスト管理テーブルに登録されているアーティストを新たな再生アーテ
ィストとして、新たな再生アーティストの下位に登録されている各タイトルに対して登録
されている楽曲ＩＤのオーディオファイルを再生対象オーディオファイルとして順次再生
するようにしてもよい。
【００４７】
　また、ミュージックプレイヤ１１１は、設定された再生モードがアルバムモードであれ
ば、アルバム管理テーブルの、アルバムの下位に登録されている各タイトルに対して登録
されている楽曲ＩＤのオーディオファイルを再生対象オーディオファイルとして順次再生
する。
【００４８】
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　なお、この場合も、再生対象オーディオファイルの全ての再生が完了したならば、再生
を終了するようにしてもよいし、再生対象オーディオファイルを先頭から再度再生するよ
うにしてもよい。または、再生対象オーディオファイルの全ての再生が完了するたびに、
再生アルバムの次にアルバム管理テーブルに登録されているアルバムを新たな再生アルバ
ムとして、新たな再生アルバムの下位に登録されている各タイトルに対して登録されてい
る楽曲ＩＤのオーディオファイルを再生対象オーディオファイルとして順次再生するよう
にしてもよい。
【００４９】
　また、ミュージックプレイヤ１１１は、設定された再生モードがタイトルモードであれ
ば、タイトル管理テーブルに登録されている再生タイトルに対して登録されている楽曲Ｉ
Ｄのオーディオファイルを再生する。再生対象オーディオファイルとして再生する。
【００５０】
　なお、この場合も、再生対象オーディオファイルの再生が完了したならば、再生を終了
するようにしてもよいし、再生対象オーディオファイルを再度再生するようにしてもよい
。または、再生対象オーディオファイルの再生が完了するたびに、再生タイトルの次にタ
イトル管理テーブルに登録されているタイトルを新たな再生タイトルとして、新たな再生
タイトルの下位に登録されている各タイトルに対して登録されている楽曲ＩＤのオーディ
オファイルを再生対象オーディオファイルとして再生するようにしてもよい。
【００５１】
　さて、図４ａに戻り、コントロールウインドウ４００のＳＮＳ閲覧ボタン４０６が操作
された場合、ミュージックプレイヤ１１１は、楽曲関連投稿閲覧処理を行う。
　図７に、この楽曲関連投稿閲覧処理の手順を示す。
　図示するように、この処理では、再生モードがアーティストモードであるときには（ス
テップ７０２）、オーディオファイル管理テーブルを参照して、現在再生中のオーディオ
ファイルの楽曲のアーティストの名称を再生中アーティスト名として求め、「#NowPlayin
g」、「再生中アーティスト名」を検索ワードに設定し（ステップ７０４）、ステップ７
１２に進む。
【００５２】
　また、再生モードがアルバムモードであるときには（ステップ７０６）、オーディオフ
ァイル管理テーブルを参照して、現在再生中のオーディオファイルの楽曲のアーティスト
の名称を再生中アーティスト名として、現在再生中のオーディオファイルの楽曲のアルバ
ムの名称を再生中アルバム名として求め、「#NowPlaying」、「再生中アルバム名」「再
生中アーティスト名」を検索ワードに設定し（ステップ７０８）、ステップ７１２に進む
。
【００５３】
　そして、再生モードが他のモード、すなわち、タイトルモードかジャンルモードである
ときには、オーディオファイル管理テーブルを参照して、現在再生中のオーディオファイ
ルの楽曲のアーティストの名称を再生中アーティスト名として、現在再生中のオーディオ
ファイルの楽曲のアルバムの名称を再生中アルバム名として、現在再生中のオーディオフ
ァイルの楽曲のタイトルの名称を再生中タイトル名として求め、「#NowPlaying」、「再
生中タイトル名」、「再生中アルバム名」、「再生中アーティスト名」を検索ワードに設
定し（ステップ７１０）、ステップ７１２に進む。ただし、再生モードがジャンルモード
であるときには、オーディオファイル管理テーブルを参照して、現在再生中のオーディオ
ファイルの楽曲のアーティストの名称を再生中アーティスト名として求め、「#NowPlayin
g」、「再生中アーティスト名」を検索ワードに設定するようにしてもよい。
【００５４】
　そして、ステップ７１２に進んだならば、設定した検索ワードによる投稿サーチをＳＮ
Ｓクライアント１１０に要求する（ステップ７１２）。
　投稿サーチを要求されたＳＮＳクライアント１１０は、ミュージックプレイヤ１１１に
よって設定された検索ワードを伴うサーチをＳＮＳサーバ４の投稿記事サーバ４３に要求
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する。そして、投稿記事サーバ４３から検索ワードを投稿記事中に含む投稿記事のタイム
ラインをサーチ結果として取得したならば、取得したタイムラインをサーチ結果タイムラ
インとしてミュージックプレイヤ１１１に転送する。
【００５５】
　ミュージックプレイヤ１１１は、このようにしてサーチ結果タイムラインを取得したな
らば（ステップ７１４）、図８ａに示すように、楽曲関連投稿表示ウインドウ８００を表
示する（ステップ７１６）。
【００５６】
　そして、楽曲関連投稿表示ウインドウ８００に、サーチ結果タイムラインに含まれる各
投稿記事８０１を一定期間（たとえば３秒）ずつの順次表示する処理を開始する（ステッ
プ７１８）。
【００５７】
　そして、楽曲関連投稿表示ウインドウ８００に設けた次ボタン８０２の操作の発生と（
ステップ７２０）と、楽曲関連投稿表示ウインドウ８００に設けた前ボタン８０３の操作
の発生と（ステップ７２２）と、サーチ結果タイムラインに含まれる全ての投稿記事８０
１の表示の完了の発生（ステップ７２４）と、楽曲関連投稿表示ウインドウ８００に設け
た閉じるボタン８０４の操作による表示終了指示の発生（ステップ７２６）とを監視する
。
【００５８】
　そして、次ボタン８０２の操作が発生した場合には（ステップ７２０）、楽曲関連投稿
表示ウインドウ８００に表示する投稿記事８０１を一つ次の投稿記事８０１に進め（ステ
ップ７３０）、ステップ７２０-７２６の監視に戻る。また、前ボタン８０３の操作が発
生した場合には（ステップ７２２）、楽曲関連投稿表示ウインドウ８００に表示する投稿
記事８０１を一つ前の投稿記事８０１に戻し（ステップ７３２）、ステップ７２０-７２
６の監視に戻る。
【００５９】
　一方、全ての投稿記事８０１の表示の完了（ステップ７２４）と、表示終了指示の発生
（ステップ７２６）とのいずれかが生じた場合には、楽曲関連投稿表示ウインドウ８００
の表示を消去し（ステップ７２８）、楽曲関連投稿閲覧処理を終了する。
【００６０】
　以上、楽曲関連投稿閲覧処理について説明した。
　なお、以上の楽曲関連投稿閲覧処理では、楽曲関連投稿表示ウインドウ８００に、サー
チ結果タイムラインに含まれる各投稿記事８０１をそのまま表示したが、これは、図８ｂ
に示すように、各投稿記事８０１を、検索ワードとして設定した各ワード（「#NowPlayin
g」や「再生中タイトル名」や「再生中アルバム名」や「再生中アーティスト名」）を、
投稿記事８０１から削除した上で表示するようにしてもよい。このようにすることにより
、各投稿記事８０１に重複して含まれる冗長な部分を省いた形態で各投稿記事８０１を表
示することができる。
【００６１】
　また、以上の楽曲関連投稿閲覧処理では、楽曲関連投稿表示ウインドウ８００に、サー
チ結果タイムラインに含まれる各投稿記事８０１を、順次、一定期間（たとえば３秒）ず
つ表示するようにしたが、これは、楽曲関連投稿表示ウインドウ８００に複数の投稿記事
８０１を同時に表示したり、各投稿記事８０１をテロップ状に表示したりするようにして
もよい。
【００６２】
　以上のような楽曲関連投稿閲覧処理によれば、アーティストやアルバムやタイトルとい
ったある単位の楽曲のグループが再生されているときに、その集合を表す検索ワードで情
報を検索し、検索した情報を表示する。ここで、ユーザは、アーティストやアルバムやタ
イトルといったある単位の楽曲のグループを再生しているときには、その楽曲のグループ
全体に対して興味をもっており、その集合全体についての情報はユーザにとって有意であ
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ると考えられる。よって、楽曲関連投稿閲覧処理によれば、再生中の楽曲に関する種々の
レベルの情報の提示を、ユーザにとって有意なレベルの情報のみが提示される形態で行う
ことができる。
【００６３】
　また、提示する情報を、ＳＮＳサーバ４に投稿された「#NowPlaying」を含む投稿記事
８０１としているので、ユーザにとって有意な楽曲のグループに関わる楽曲を聴いた他人
の意見や感想を提示することができる。
【００６４】
　さて、図４ａに戻り、ミュージックプレイヤ１１１は、コントロールウインドウ４００
のＳＮＳ投稿ボタン４０７が操作された場合、ミュージックプレイヤ１１１は、楽曲関連
投稿処理を行う。
【００６５】
　この楽曲関連投稿処理では、ミュージックプレイヤ１１１は、図８ｃに示すように、楽
曲関連投稿ウインドウ８１０を表示し、記事入力ボックス８１１への、投稿する記事の入
力と編集を受け付け、楽曲関連投稿ウインドウ８１０に設けた投稿ボタン８１２が操作さ
れたならば、ＳＮＳクライアント１１０に、記事入力ボックス８１１に入力された記事を
投稿記事８０１としてＳＮＳサーバ４の投稿受付部４２に投稿させる。また、ミュージッ
クプレイヤ１１１は、楽曲関連投稿ウインドウ８１０を表示する際に、記事入力ボックス
に、「#NowPlaying」の文字列と再生中のオーディオファイルの楽曲のタイトル名と再生
中のオーディオファイルの楽曲のアルバム名と再生中のオーディオファイルの楽曲のアー
ティスト名とを自動入力するようにする。
【００６６】
　以上、本発明の実施形態について説明した。
　ところで、以上の実施形態では、楽曲を再生しているときにのみ楽曲関連投稿閲覧処理
を行って再生中の楽曲に関する投稿記事８０１を閲覧できるようにしたが、これは、再生
する楽曲の選択を行う際に、楽曲に関する投稿記事８０１を閲覧できるようにしてよい。
【００６７】
　すなわち、この場合には、図９ａに示すように、選択ウインドウ５００に、ＳＮＳ閲覧
ボタン４０６を設け、ＳＮＳ閲覧ボタン４０６が操作されたならば、その時点のフォーカ
スフレーム５０２が位置している属性値に応じて検索ワードを設定し、楽曲関連投稿閲覧
処理のステップ７１２以降の処理を行って、図９ｂに示すように、ユーザがフォーカスフ
レーム５０２で指定している属性値を有する楽曲に関連する投稿記事８０１を楽曲関連投
稿表示ウインドウ８００に表示するようにしてもよい。
【００６８】
　ここで、この場合、検索ワードは次のように設定する。
　すなわち、フォーカスフレーム５０２が位置している属性値がアーティストの名称であ
る場合には、「#NowPlaying」、「フォーカスフレーム５０２が位置しているアーティス
トの名称」を検索ワードに設定する。また、フォーカスフレーム５０２が位置している属
性値がアルバムの名称である場合には、「#NowPlaying」、「フォーカスフレーム５０２
が位置しているアルバムの名称」、「フォーカスフレーム５０２が位置しているアルバム
の楽曲のアーティスト名」を検索ワードに設定する。また、フォーカスフレーム５０２が
位置している属性値がタイトルの名称である場合には、「#NowPlaying」、「フォーカス
フレーム５０２が位置しているタイトルの名称」、「フォーカスフレーム５０２が位置し
ているタイトルの楽曲のアルバムの名称」「フォーカスフレーム５０２が位置しているタ
イトルの楽曲のアーティストの名称」を検索ワードに設定する。
【００６９】
　このようにすることにより、ユーザが選択した、アーティストやアルバムやタイトルな
どの楽曲のグループについて、その集合を表す検索ワードで情報を検索し、検索した情報
を表示することができる。よって、ユーザは、アーティストやアルバムやタイトルなどの
楽曲のグループを選択して再生する前に、その集合についての情報を閲覧し、再生する集
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合の選定を行うことができる。したがって、再生する楽曲に関する種々のレベルの情報の
提示を、ユーザにとって有意なレベルの情報のみが提示される形態で行うことができるよ
うになる。
【００７０】
　なお、以上の実施形態は車載装置１への適用を例にとり説明したが、本実施形態は自動
車に搭載される車載装置１に限らず、ＳＮＳサーバ４にアクセス可能な任意の楽曲再生装
置において同様に適用することができる。たとえば、ミュージックプレイヤ１１１とＳＮ
Ｓクライアント１１０をモバイル装置２に設け、モバイル装置単体において実施すること
もできる。
【００７１】
　また、以上の実施形態では、楽曲関連投稿閲覧処理でＳＮＳサーバ４から検索ワードに
マッチする投稿記事８０１を取得して表示するようにしたが、楽曲関連投稿閲覧処理では
、ＳＮＳサーバ４以外の、情報検索機能を提供する任意サーバーにアクセスして、検索ワ
ードを検索キーとして情報を検索する共に検索した情報を取得して表示するようにしても
よい。なお、この場合、検索ワードに「#NowPlaying」は含めないようにする。
【符号の説明】
【００７２】
　１…車載装置、２…モバイル装置、３…インターネット、４…ＳＮＳサーバ、４１…投
稿記事データベース、４２…投稿受付部、４３…投稿記事サーバ、１０１…入力装置、１
０２…表示装置、１０３…音声入出力装置、１０４…記憶装置、１０５…周辺装置、１０
６…オペレーティングシステム、１０７…外部インタフェース、１１０…ＳＮＳクライア
ント、１１１…ミュージックプレイヤ、１１２…アプリケーション。

【図１】 【図２】
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